
令和６(2024)年度 学員会事業計画（案）策定について 
【概要】 

●学員会の事業計画は、「中央大学学員会会則」第３条（事業）に定める事業内容に基づいて立案
されるべきものであるが、学員会を取り巻く環境は同会則制定時とは変化しており、それに伴
い事業内容も変化しているため、令和６(2024)年度の事業計画は、実態に合わせて策定する。 

●事業計画の構成は、Ⅰ基本方針、Ⅱ重点事業、Ⅲ基本事業とする。基本事業には全ての計画を
記載し、その中から当該年度の基本方針に沿っており積極的に推進すべき計画を重点事業とし
て選定する。重点事業については事業報告書に当該年度の実績を記載する。 

●事業計画に関する会則と実態の整合をとるため、同会則の一部改正について諸問題検討WGで
検討したが、改正は行わないこととした。 

 
令和６(2024)年度 中央大学学員会事業計画（案） 

Ⅰ．基本方針 

学員会の将来を見据えた組織の強化、更に拡大を目途に、その基盤となる若い世代を積極的に
役員に登用するなど若手学員の結集、協力、強化を主軸に事業の推進を試み、併せて女性学員の
活躍の場の充実、拡大を目指すべく事業の展開を図る。 
 
Ⅱ．重点事業 

１．支部に関する事業︓ネットワーク強化︓地域ブロック交流 
 学員会では、令和４(2022)年の役員改選時から全国地域支部組織の活性化を目的に地域担当副
会長を 6人から 10人に増員した。昨年度は「支部活動応援」を重点事業として個々の支部への支
援を行ったが、今年度は学員会組織の更なるネットワーク強化を図るために、「地域ブロック交流」
を重点事業とする。 
具体的には、年度の前半で地域担当副会長によるワーキンググループで各ブロックの状況を共

有し課題解決策を策定し、後半から実行していく。 
 
２．広報に関する事業︓Webサイト運営︓Webサイト『白門オンライン』の充実 
 令和６(2024)年 3 月、学員会機関紙『学員時報』の電子媒体である『学員時報オンライン』を
『白門オンライン』としてリニューアルし、学員会の公式Web サイトとしての要素を高めた。今
年度は『白門オンライン』のコンテンツの充実を図り、若い世代向けユーザーの獲得を目指す。 
 
３．学員に関する事業︓若手・女性学員︓若手白門サロン 
 現在、活動への参加者が相対的に少数である若手・女性学員を積極的に応援する計画を推進し、
持続可能な学員会運営を目指す。 
 具体的には、参加学員相互の親睦と情報交換の場を提供し、大学や学員会の活動について発信
して「平成年次支部の再建」に繋がるよう促すとともに、一方で支部の枠にとらわれずに若手・
女性学員が個人の資格で参加のできるイベントを実施するなど、学員活動の裾野拡大を試みる。 
 
４．学生に関する事業︓学生支援︓学生ボランティア支援 
 学員会では、昨年度より中央大学ボランティアセンターに対する活動資金援助（主に交通費、
宿泊費の補助）を再開した。今年度は学生ボランティアと地域支部の連携を支援したり、ボラン
ティアセンターの認知度向上のために『学員時報』等での広報に協力する。 



Ⅲ．令和６(2024)年度学員会事業計画：基本事業 

事業 事業（細分） 個別計画 
1.学員に関する事業 (1)学員表彰 永年在任学員、推薦学員、学員栄誉賞、 

学員薫風賞、学員会会長賞 
(2)学員サービス 
 

学員カード交付、学員交流行事（解散年次支
部懇親会）、白門サロン、会議室貸出、学員ア
スリート支援、学員クリエーター支援、東都野球
応援、スポーツ応援グッズ、白門ゴルフ、白門駅
伝、立川予選会、他 

(3)若手・女性学員 学員交流行事(若手・女性)、CBS 講座受講料
補助、若手白門サロン 

2.支部に関する事業 (1)支部活動支援 
 

支部活動支援、支部Web サイト作成支援、 
支部「進路(就職)相談会」開催補助、支部「講
演会」講師料補助、支部「記念誌」発行補助、
中央大学学術講演会開催補助 

(2)ネットワーク強化 地域ブロック交流、ブロック旗贈呈 
大学知名度向上貢献地域交流補助 

(3)新支部結成 支部新規結成支援、支部旗贈呈 
3.大学に関する事業 (1)大学支援 大学の事業計画への協力・支援、大学への施設

等支援、大学スポーツ強化支援、大学の白門飛
躍募金活動への協力・支援、ホームカミングデー
協賛、大学の社会貢献活動への協力・支援 

(2)父母連絡会との連携 父母連絡会支部との交流 

4.学生に関する事業 (1)学生表彰 学員会会長賞・奨励賞 

(2)学生支援 卒業生への記念品贈呈、卒業パーティ後援、 
在学生への『学員時報』送付、在学生への就職
活動対策支援、白門「学生活動スタートアップ」
支援金事業、白門祭への協力、学生ボランティ
ア支援 

5.奨学金に関する事業 (1)白門奨学会 公益財団法人白門奨学会への寄附、経費補助 
行政手続 

6.本部に関する事業 (1)学員会管理 支部長会議、協議員会・総会等の会議運営、 
学員名簿管理、学員間連絡ツールの検討、 
会則等の見直し 

(2)財政基盤確立 学員会財政基盤の確立、予算、執行、決算 

(3)学員会の活性化 学員会費納入の依頼・促進、支部総会への役
員派遣、支部活動報告書作成、SDGs推進 

(4)白門支援金事業 募金、支援事業選定 

7.広報に関する事業 (1)機関紙発行 『学員時報』発行、『学員時報』のデジタル媒体と
のハイブリッド運用の検討 

(2)Web サイト運営 Webサイト『白門オンライン』の充実、大学公式
サイト内の学員会ページの改訂・保守 

(3)学員会広報 学員会案内リーフレット制作、大学広報との連
携、キミハルシネマ・フェスティバル、VI（ヴィジュア
ル・アイデンティティ）推進 

 


